
＊1 TANI, Risa 岐阜女子大学 

 

 

数百年，数千年後の利用に配慮した索引語の検討  

～現在のデジタルアーカイブに付与された用語の意味をいかに伝えるか～ 

Examination of the keyword in consideration for the use several thousand years 

after several hundred years 

 

谷 里佐＊ 1 

 

 資料をデジタルアーカイブ化し，利用に供する際，情報検索のための索引語が必要

とされ，多くの場合，資料に関連する各分野でシソーラスの開発が進められてきた。

しかし，それらは，主として，現在の人々が利用することを目的に開発されている。

しかし，デジタルアーカイブが対象とする各種の文化資料は，現在の人々の利用から，

数百年，数千年後の人々の利用（資料の伝承）までを目的としており，デジタルアー

カイブの長期保管としては，付与された用語の意味を，数百年，数千年後にいかに伝

えるかの検討が必要である。 

 そこで，現在のデジタルアーカイブに使われている索引語を，数百年，数千年後に

伝えるためのシソーラスの構成について考察した。  
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１．はじめに 

 

 岐阜女子大学では，2012 年に「デジタル

アーカイブの基本の構造」として，デジタ

ルアーカイブの新しいプロセスを提示した。

（1）そこでは，デジタルアーカイブのメデ

ィア環境や，資料の管理に関わる ItemPool

（一時保管），長期・短期 ItemBank（長期・

短期保管（保存）），プレゼンテーションの

構成（単体・集合・構成）など，現在，そ

して今後のデジタルアーカイブに必要とさ

れる各種概念を明示している。その中でも，

資料の管理，利用の分野については，資料

の現在の利用とともに，後世への継承が重

要視されており，対象が現在の人々の利用

に留まらないことから，デジタルアーカイ

ブの後世への継承，長期保管を行うために

検討すべき課題は多い。 

そこで，本稿では，デジタルアーカイブ

の長期保管の課題の一つである，資料に付

与する用語（索引語）について取り上げ，

検討する。 

資料に付与する用語は，その資料の内容

を示す重要な情報であり，資料を調べる際

などには情報検索のための索引語として機

能する。しかし，これらの用語には，言葉

の伝承の問題がある。つまり，現在は利用

されており，人々も理解している用語の中

に，後世には理解が難しくなるものも含ま

れているため，場合によっては，資料の内

容を，（付与されている用語の理解が出来な

くなることにより）把握することが困難に

なる可能性がある。  

 たとえば，平安時代後期から利用されて

いたとされる（鎌倉時代からの利用とする

文献もある（2））「おうらい（往来物）」は，

教育の教科書の総称であり，『庭訓往来』，

『商売往来』，『田舎往来』など，さまざま

な内容のものがある。また，その対象も，

貴族・僧侶の子弟から武士の子弟，近世の

寺子屋まで，長期間にわたり，内容や種類

など変化しながらも人々に利用されてきた。

（3）しかし，現在はその意味を理解するこ

とも難しくなっている。 

 



デジタルアーカイブの長期保管では，こ

の「おうらい（往来物）」のような，後世に

は，理解が難しくなる可能性がある用語の

意味をいかに伝えるか，その記録方法の検

討が必要であり，長期保管の概念を整理し

た上で，索引語として，シソーラスの構成

に着目して考察する。 

 

２．デジタルアーカイブプロセスにおける 

長期保管の概念 

 

デジタルアーカイブプロセスでは，資料

の管理について，収集した生データなどの

資料の一時保管を ItemPool，利用目的によ

り選定評価した，長期保管（長期 ItemBank） 

短期保管（利用）（短期 ItemBank）の概念

とに分けている。（4） 

これら 3 つの概念は，デジタルアーカイ

ブの各種資料の収集から保管，利用の流れ

の中で，以下のように密接に関係している。 

 

① 収集，記録した資料を一時保管する  

ItemPool 

② 現在から数十年後までの利用を考えた  

短期 ItemBank 

③ 数百年，数千年後までの保管を考えた  

長期 ItemBank 

資料に付与された用語の意味の伝承に関

わるのは，③の長期保管（長期 ItemBank）

である。長期保管は，著作権などの問題が

消滅する数百年，数千年後までの資料の保

管と後世の人々の利用を目的としているた

め，たとえば，資料の提供者が，著作権・

プライバシーなどの関係で，資料の記録や

利用への提供を躊躇される場合など，現在

の利用と分けて整備するべきであり，資料

の保管に必須の概念である。しかし，数百

年，数千年後への長期保管を行うためには，

現在，日常的に使用している用語の中に，

後世には，その意味が理解できなくなる可

能性があるという課題があり，対応が求め

られる。とくに，専門用語や新しく使用さ

れることになった用語などは注意しなけれ

ばならない。 

 

図 1  ItemPool，ItemBank の関係  

 

資料のデジタルアーカイブを行い，人々

の利用に供する際には，情報検索のための

索引語が必要であり，これまでも，各分野

でシソーラスの開発がなされてきた。長期

保管に関しても，対応したシソーラスの開

発が望まれる。そこで，資料の長期保管を

目的とした場合に，用語の意味をいかに伝

えるかの課題に対応するためのシソーラス

の構成について，次項でまとめる。  

 

３．長期保管のシソーラスの構成 

～「おうらい（往来物）」を事例として～ 

 

（１）シソーラスとは 

シソーラスとは，用語を意味によって分

類した語彙集という意味と，情報検索にお

いての，用語と用語の関係をわかりやすい

ように階層構造にまとめた索引語集という

意味とがある。 

代表的なシソーラスとしては，前者はロ

ジェシソーラス（5），後者は ERIC シソー

ラス（6）などが挙げられる。  

デジタルアーカイブの利用には，情報検



索のためのシソーラスが主として用いられ

るが，ある用語と同じ意味の用語（同義語）

や広い意味の用語（広義語）などによって

分類した辞書，索引語集であるシソーラス

は，用語と用語の仲間関係，階層構造を整

理するものであり，効率的に資料を探し出

すために有効であるとされている。  

 

（２）シソーラスの記号 

●BT（広義語） 

●NT（狭義語） 

用語間に階層的関係があるときは，BT

（Broader Term）と NT（Narrower Term）

の記号で示す。 

●UF（～の代わりに用いよ） 

●USE（代わりに～を用いよ）  

用語と用語が同じ意味の関係にあるとき

は，同義語として，UF（Used For）およ

び USE の記号で示す。 

●RT（関連語） 

BT・NT で示されているような階層的関

係ではないが，見出し語との間に密接な関

係がある関連語を RT（Related Term）の

記号で示す。 

●SN（スコープノート） 

用語の正しい用法を簡単に説明する文章

を，SN（Scope Note）の記号で示す。 

 

（３）長期保管のためのシソーラスの構成

を活用した記録 

 長期保管を行い，後世の人々への資料を

伝えるためには，資料の内容が理解できる

ように，記録する必要がある。しかし，あ

る用語の意味は，時代の経過とともに，理

解が難しくなる可能性が高く，いかに記録

するべきかが課題である。 

冒頭で記した「おうらい（往来物）」も，

頻繁に利用されていた頃は，その意味は理

解されていたであろうが，現在は，「おうら

い（往来物）」と聞いて，その意味の理解は

難しい場合も多い。  

本学では，沖縄の伝統文化，自然などの

デジタルアーカイブをまとめ，タイトルを

『沖縄修学旅行おうらい』と題し，冊子や

WEB で教育利用に供している。  

しかし，利用者には，タイトルのみでは，

意味を理解していただくことが難しい場合

もあり，「おうらい（往来物）」の意味を別

に説明するページなどを設けている。  

 

図 2 『沖縄修学旅行おうらい』表紙  

（タイトルのみでは意味が伝わり難く，別ペ

ージで意味を説明している）  

このように，デジタルアーカイブに付与

する用語には，何らかの説明にあたる記録

を行う必要がある。  

 

① SN（スコープノート）の記録 

デジタルアーカイブに付与する用語の説

明として，シソーラスにおける見出し語の

説明にあたる SN を利用し，長期保管を想

定した SN の記録を行う。SN は，一般的に，

あいまいな言葉を明快に定義付けるため，

また，言葉の使い方を限定するために記録

を行うものであるが，長期保管の場合には，

そうした場合に限定せず，数百年，数千年

後に伝える意味で，SN の記録を行うべき

である。記録の際には，現在利用されてい

る一般的な辞書で用いられている用語，表

現を使う。 

事例：「おうらい（往来物）」  

見出し語 「おうらい（往来物）」  



SN 平安後期から明治にかけて使われ

た初等教科書。おうらい（往来）と

もいう。古には，手紙文を集めてま

とめたものであったが，後に，手紙

文とその解説を含めた学習や手紙

文以外のさまざまな内容を整えた

学習に用いられた。  

「おうらい（往来物）」の SN を『広辞苑』

（7）などの辞書で用いられている用語で記

録したが，ここで用いた“初等”や“教科

書”などの用語も，後世には理解が難しく

なっている可能性がある。 

また，「おうらい（往来物）」の説明も，

たとえば，南北朝から室町時代頃の成立と

される『庭訓往来』では，「童蒙にものを教

ふる」と説明されているが，現在は理解が

難しい用語もある。  

用語については，括弧内で補足説明を入

れることや，辞書が，数年ごとに更新され

ているように，SN も更新を行うなどの配

慮が必要である。 

 

② BT（広義語），NT（狭義語），RT（関

連語）などの記録 

①と同様に，見出し語に対し，その階層

的関係や関連する語を記録することにより，

見出し語の意味の理解が難しくなった際に，

逆に，BT，NT，RT などに記録した用語か

ら，意味を類推することが期待できる。  

BT，NT，RT として記録する用語につい

ては，現在，様々な分野で実際に利用がな

されている各種シソーラスでの取り決めな

ども参考にするとよい。 

たとえば，婦人教育シソーラス（現女性

情報シソーラス）では，次のような留意点

が記されているが，長期保管のための記録

についても関係する部分が多い。 

[婦人教育シソーラスから一部抜粋] （8） 

・差別ととらえられる語はディスクリプ

タとせず，同義語として扱う。  

・語の使い分けは，慣例的な使い方に従

う。 

 ・略語・非略語，原語・略語等の関係に

おいては，当該分野で広く使用されて

いる方を索引語に定め，他は同義語と

して扱う。 

 

４．おわりに 

 

デジタルアーカイブの長期保管を行う際

の課題の一つである用語の意味をいかに伝

えるかについて，シソーラスの構成を活用

した記録の考察を行った。情報検索のため

のシソーラスは，すでに様々な分野で開発

が進んでいるが，SN の記録など，そのい

くつかの要素を，長期保管の観点に立って

行うことにより，課題に対応できる部分は

あると考える。ただし，用語の意味は変遷

し，その時代の人々に理解できるか否かの

判断は簡単には出来ない。そのため，まず，

現在，出来る限りの配慮をして記録を行う

ことが挙げられるが，それで完成ではなく，

追加，修正などを含めた更新作業は必要で

ある。 

長期保管については，用語の意味のみで

なく，記録媒体や著作権の取り扱いなど，

様々なものがあり，検討するべき課題は多

い。 
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